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で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。
者
は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

八
刷
り
上
が
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
一
○
原
稿
の
送
り
先

枚
）
ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
一
Ｔ
三
一
人
里
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
’
一

費
は
著
者
負
担
と
す
る
。
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
、
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

一
編
集
後
記
…
｜
念
銅
年
率
挫
辱
罐
郵
雷
個
龍
郷
壁
唯
韮
州
緯
認
す
副
墾
唾
轌
刈
種
噸
郡
莞
診
他
心
確
嘩
垂
髪
岫
犀
岬
皿
毒
鑑
識
魂
嘩
諦

観
的
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
百
回
と
い
う
の
は
頻
度
を
多
く
し
日
本
医
史
学
会
で
は
歴
史
の
節
目
の
時
に
何
を
焦
点
に
す
る
の
だ
ろ
う

た
り
少
な
く
し
た
り
す
れ
ば
人
為
的
に
操
作
で
き
る
の
で
、
歴
史
の
目
と
会
員
一
同
が
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

安
に
は
し
に
く
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
酒
井
シ
ヅ
会
長
は
第
一
回
に
相
当
す
る
「
医
科
先
哲
祭
」
の
開
催
さ

昨
年
日
本
消
化
器
病
学
会
が
百
年
記
念
式
を
挙
げ
た
。
そ
の
委
員
会
れ
た
三
月
四
日
に
因
ん
で
、
そ
の
日
に
『
解
体
新
書
」
の
原
点
、
千
住

が
最
初
に
し
た
こ
と
は
発
会
の
日
の
同
定
か
ら
で
、
従
来
言
わ
れ
て
き
の
小
塚
原
の
回
向
院
に
参
拝
し
よ
う
と
い
う
企
画
が
実
行
さ
れ
た
。

た
年
を
一
年
繰
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
外
科
学
会
は
今
年
が
こ
の
と
こ
ろ
主
体
が
明
治
以
後
に
移
っ
て
い
る
医
史
学
を
原
点
の
蘭

百
年
だ
が
、
一
回
抜
け
て
い
る
の
で
来
年
第
百
回
で
記
念
行
事
を
す
る
学
に
戻
す
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
大
村
敏
郎
）

こ
と
に
し
て
い
る
。


